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の投与実績

100mL
［50頭分］

20mL
［10頭分］



牛サルモネラ症とは牛サルモネラ症とは

子牛、搾乳牛に発生の多い病気です。

サルモネラ症は人獣共通感染症であり、サルモネラ・ティフィムリウム（ST）、
サルモネラ・ダブリン（SD）、サルモネラ・エンテリティディス及び
サルモネラ・コレラエスイスが届出伝染病に指定されている。

情報は北海道のオープンデータを利用しています。
出典 : 北海道十勝総合振興局

十勝管内で発生した牛サルモネラ症の経済損失の例十勝管内で発生した牛サルモネラ症の経済損失の例

１農場あたりの損失額は数百~数千万円！

農　場 A B C

頭数規模

対策期間

陽性牛淘汰頭数

環境改善に要する経費

対策費

約40頭
（つなぎ）

約80頭
（つなぎ）

約680頭
（フリーストール）

約３ヶ月 約７ヶ月 約３ヶ月

４頭 ３頭 154頭

178,930 円 284,108 円 2,350,000 円

治療費 97,240 円 866,700 円 3,000,000 円

検査費 40,440 円 71,711 円 311,000 円

自主淘汰 1,455,000 円 1,690,360 円 29,788,000 円

生乳廃棄 154,176 円 698,815 円 2,705,000 円

計 1,925,786 円 3,611,694 円 38,154,000 円

農場で発生すると終息まで数ヵ月を要するうえ、
治療等の費用発生や泌乳量の低下、生乳の出荷停止といった
大きな経済損失が生じる可能性があります。

牛サルモネラ症

ST : Salmonella Typhimurium
SD : Salmonella Dublin
SE : Salmonella Enteritidis

牛サルモネラ症対策にボビリス®Sをおすすめする理由牛サルモネラ症対策にボビリス®Sをおすすめする理由

ボビリス®SにはLPS吸着剤：ポリミキシンB硫酸塩を
配合しています。

おすすめの理由①

これまでの副反応報告は2報です。 
(動物用医薬品等副作用データベース)

初回接種時、わずかに体温が上昇
したものの(0.8℃/３頭の平均)、
特に治療することなく回復しました。

（出典：製造販売承認申請資料）
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追加接種

おすすめの理由②

=

20mL品、100mL品の選べる剤型で
農場の規模に応じて組み合わせて無駄なく
投与できます。

2本

ワクチンの廃棄なし

2つの剤型を組み合わせて接種すると・・・

新登場

10 頭分
20mL = 50 頭分

100mL

20mL ×4本× 100mL 3本

10頭分(本剤として20mL)を廃棄

100mL品のみで接種すると・・・

×100mL

ボビリスS
陰性対照

安全性

選べる剤型

安全性試験

投与例：140頭に一斉投与するケース


